






名古屋工業大学建築・デザイン
分野は、1年次から基礎的な講

義や演習を重ね、2年次から3年次
は建築学の専門性の高い講義や実験
を開講している。研究室配属となる
4年次は、さらに専門性を高めた「卒
業論文」と「卒業設計」の両方を必須
条件としている。建築・デザイン分
野は、2020（令和2）年4月から時代性
や国際性を反映した「建築」を教育と
研究のスタンダードとし、実社会の
観点から魅力ある教育となる学部4
年間の建築のカリキュラムとなって
いる。

建築材料・施工研究室は、河辺
伸二研究室・伊藤洋介研究室

を合わせた建築材料系の研究室とな

　2021（令和3）年7月に日本コンク
リート工学会年次大会2021（名古屋）
を開催し、さらに、同年9月に2021年
度日本建築学会大会（東海）を名古屋
工業大学で開催する。どちらも巨大
な大会であり、オンライン開催とい
う初めての試みに奮闘中である。

名古屋工業大学は、1905（明治38）年 に創立された国立名古屋高等工業学校と、1943（昭和18）

年に創立された愛知県立工業高等学校を前身とし、1949年に新制名古屋工業大学となった。2004

（平成16）年に国立大学法人名古屋工業大学となり、工学部第一部が5学科1教育課程で約4000人、

同第二部が4学科約100人、大学院工学研究科博士前期課程が約1500人、同後期課程が約200人

の工業系単科大学である。常に社会と産業界の要請に応え、数多くの優れた学術・技術の創出と有為

な人材の教育に尽力してきた。

「世の中の役に立つ」ことを見据え
建築材料の開発に挑む。

　高校生の時にオープンキャンパスで学生がつくった建築模型を見

て、自分もつくってみたいと思い入学しました。現場で工事の様子

を見ながら作業工程を計画する施工管理の仕事に興味があったの

で、4月からはゼネコンに就職します。まずは小規模の現場で経験

を積んで、将来は小学校のような地域に残る建物をつくってみたい

と思っています。

　もともとものづくりは好きだったのですが、テレビでリフォーム

番組を見たのがきっかけで、建築に興味を持つようになりました。

就職活動では、研究室での発表や後輩へ指導をするなかで身につい

た説明能力とコミュニケーション能力を生かして、希望通りゼネコ

ンの技術研究所に就職することができました。これからも、勉強を

続けながら開発や研究をしていきたいです。

　実家がよくリフォームをしていたので、自分にとって建築はいつ

も身近な存在でした。また、資格が必要な職業なので一時的に離職

しても復職しやすいというアドバイスをもらったことも、建築を選

んだ理由です。就職先はハウスメーカーなので、現場で経験を積ん

で一通り理解できるようになったら、いつか研究職に就いて素材に

こだわった家づくりの開発に携わりたいと考えています。

自分で考えたやり方で工事を進められる
施工管理の仕事に魅力を感じています。

研究室で知った新たな発見に出会う喜び。
卒業後も企業の研究所で開発を続けます。

将来は研究職に就いて、
素材にこだわった家づくりに携わりたい。
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峰 早知恵さん
大学 4年

井上裕太さん
修士 2年

中垣琴葉さん
修士 2年

ア イ サ ワ 工 業

青木あすなろ建設

あ お み 建 設

淺 沼 組

新 井 組

安 藤 ・ 間

岩 田 地 崎 建 設

大 林 組

大 林 道 路

大 本 組

奥 村 組

オリエンタル白石

鹿 島 建 設

鹿 島 道 路

株 木 建 設

熊 谷 組

鴻 池 組

五 洋 建 設

佐 藤 工 業

シ ー エ ヌ 建 設

ジ ェ イ ア ー ル 東 海 建 設

清 水 建 設

ショーボンド建設

西 濃 建 設

西 武 建 設

錢 高 組

大 旺 新 洋

大 成 建 設

大 成 ロ テ ッ ク

大 鉄 工 業

大 日 本 土 木

大 豊 建 設

竹 中 工 務 店

竹 中 土 木

ＴＳＵＣＨＩＹＡ

鉄 建 建 設

東 亜 建 設 工 業

東 急 建 設

東 洋 建 設

徳 倉 建 設

戸 田 建 設

飛 島 建 設

西 松 建 設

日 特 建 設

Ｎ Ｉ Ｐ Ｐ Ｏ

日 本 道 路

日 本 国 土 開 発

ノ バ ッ ク

ピ ー エ ス 三 菱

福 田 組

フ ジ タ

不 動 テ ト ラ

本 間 組

前 田 建 設 工 業

前 田 道 路

三 井 住 友 建 設

みらい建設工業

村 本 建 設

名 工 建 設

森 組

森 本 組

矢 作 建 設 工 業

吉 川 建 設

吉 田 組

寄 神 建 設

ラ イ ト 工 業

りんかい日産建設

若 築 建 設

日本建設業連合会
中部支部会員

（支部会員68社/2021年4月1日現在）

安全性向上の研究を行っている。
　さらに、建築学と電気工学との融
合的研究である建築電磁環境向上の
ための電波吸収体の開発や建築電
磁環境の測定、寒冷地における融雪
用の発熱モルタルブロックの開発
を行っている。これらの成果をまと
め、2011年に日本建築学会賞（論文）

『建築材料の電波環境に関す
る一連の研究』を受賞した。

最近は、ドローンを活用
した建築物の外壁調査

も意欲的に取り組んでいる研
究課題の一つとなっている。
一方、一級建築士の資格のみ
ならず弁理士の資格も有する
伊藤准教授は、知的財産権の
研究も積極的に行っている。

る。河辺研究室は1993（平成5）年に
開設し、伊藤研究室は2005年に河辺
研究室を修了した伊藤准教授が2019
年に開設した。二つの研究室は、研
究もゼミも研修旅行も発表練習も合
同で行っている。
　「開発した成果が世の中で実際に
使われることに喜びを感じる」。こ
れが河辺研究室のモットーである。
専門の建築材料学にとどまらず、リ
サイクル・電気工学・材料工学など
をキーワードに、他分野の研究者や
企業との共同研究に意欲的に取り組
んでいる。コンクリート工学や建築
仕上工学の研究を専門とし、高温加
熱を受けたコンクリートの力学的特
性やセラミックタイル張り仕上げの

Y O U N G 　 V I E W

電波暗室における電波反射特性の測定
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　市域の拡大や住宅地の急激な発展に伴う人口増加を受け、名古屋市では1926（大正15）年から1930

（昭和5）年にかけて、計画給水人口100万人を目標に水道拡張事業が実施された。その一環として名古屋

市東部の高台に建設されたのが東山給水塔の前身となる、東山配水塔である。配水塔は高さ約27m、最上

部に水槽を設けた鉄筋コンクリート造の円筒型で1930年に竣工、1973年2月までの間、千種区覚王山

地域をはじめとする丘陵地帯への給水に利用された。

　その後、1979年には災害対策用の応急給水施設として生まれ変わり、「東山給水塔」と名前を変えて現

在も利用されている。塔の最上部にある直径8.4ｍ、深さ7.2ｍの半球形の貯水タンクには常時約300ｍ3

の水が蓄えられている。また、1983年には改修工事が行われ、現在のような多角形屋根となった。さら

に、名古屋市の水道事業の歩みを伝える歴史的建造物としての価値と特徴的な外観が評価され、2011

（平成23）年には土木学会選奨土木遺産に、2020（令和2）年には名古屋市の景観重要建造物に指定（都市

景観重要建築物から移行）されるなど、地域のランドマークとしての役割も担っている。

東
ひがし

  山
やま

  給
きゅう

  水
すい

  塔
とう

   （ 愛 知 県 名 古 屋 市 ）
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